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Abstract 

1. Syowa Station was enlarged on the 

opportunity of its reopening. Various huts to 

accomodate the equipments were constructed, 

including the new power hut which housed 

two 45KVA diesel electric generators, a 

pre・heating hut housing a circulation flush 

toilet and a preheating tank, and radio and 

transmitter huts. The transmitter hut was 

installed appart from the main huts to pre

vent the interference of electric waves. The 

buildings were connected by a passageway 

made of corrugated iron pipes. 

2. The 7th wintering party led by Dr. 

A. MuTδ consisted of eighteen members. 

Activities accomplished between February 

1966 and January 1967 were as follows: Up

per atmospheric physics, meteorology, biol

ogy, seismology, cartography, geology, glaciol

ogy, oceanography. 

3. In the new power hut, two 45KVA 

diesel electric generators were working alter-

nately and no power stoppage was recorded 

during the year. However, the maximum 

power consumption had once amounted to 

43kW. The water supply is most important 

for the life in the Antarctic. In the summer 

season, water was obtained from a pond near 

the base by 441 HL unimog with a 600l tank. 

When it became too cold to get water from 

the pond, snow was the only source of water. 

During th.is winter they experimentally used 

the water tanks which they made from the 

corrugated iron pipe lined with a canvas 

sheet, and the tanks were filled up with 

snow. The capacity of the tanks was 6 tons 

altogether. In the kitchen, the water supply 

system was completed and the cold water 

and hot water ( + 45 °C) were supplied con

stantly. The circulation flush toilet was es・

tablished in a pre・heating hut, and the ex・

crement and the water from kitchen and 

from bath were pumped out to the sea. 

Sations that communicated with Syowa 

Station were Choshi (Japan), KDD (Japan入

＊国立科学博物館極地研究部． Department of Polar Research, National Science Museum, Ueno 

Park, Tokyo. 
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Mawson, Molodezhnaya, Roi Boudouin, 

SANAE and the icebreaker FUJI. 

4. The inland trip by the newly-devel

oped oversnow vehicle (KD 601) was an 

important subject. However, as one of the 

KD 20 oversnow vehicles lost under the 

sea and another KD 20 was damaged, the 

inland trip was given up and the various tests 

of its travelling capacity on the continental 

ice were made. One of the trips was to pick 

up sleighs which had been unloaded from 

the icebreaker and buried in snow at Omega 

Point, Sδya Coast, about 90 km from Syowa 

Station. The biological, geological, geophysi

cal, meteorological and geodetic surveys 

were carried out on Ongul Islands and other 

islands near Syowa Station and in the ex

posed rock areas of the Sδγa Coast. 

1. ま え が き

第7次南極地域観測隊は，1965年11 月20日東京港を出港し南極へ向かった． 氷海侵入後，

一番機を昭和基地へ飛ばした12月31日から，閉鎖されていた昭和基地への 輸送と建設は始ま

った． 恒久基地として再開されるために 新しい発電棟を建設し， その中に45KVAの発動発

電機 2基が設置された． 発電棟の 予熱室もつくられた． 建設期間中は宿泊と炊事場として使

用され，越冬中は倉庫としての 役割を果たすための飯場棟もできた． 新しい冷凍庫は食堂棟

のすぐそばに建設され，冷凍食の 保存に偉力を発揮する ことになった． 電波の 干渉をさげる

ため，電離棟は基地の南西約180m の と ころに，送信棟はネスオイヤ島に近し、小島に建設さ

れた． 送信棟のある島とはドリフトでつながっているが，電線を敷設することがむずかしい

ため，夢のかけ橋とし、う高架線がつくられた． ヘリポ ー トの近くに通信棟が建設され， 強電

流をつかう建物は基地の ほぼ西北か西南に位置するようになった． 新しく建てられた発電棟，

通信棟と，基地の建物をむすぶコルゲ ー ト通路は画期的なもの だった． 観測居住棟への通路

もコルゲ ー トパイプで、つくられた． その他古い建物の 内部も改装され，特に食堂は居住設備

をとりはずし，台所と食堂だけに使用されるようにした． しかも発電機の余熱を利用した温

水暖房は，夜は無人になる この棟の 火の用心のためにもよかったし これと併設されている

水道は炊事のために一段と便利になった．

建設期間中に持込まれた資材量については既に報告されている（村山， 1966）. この中にラ

ンドクル ー ザ ー ， ウニモグ車， ブルド ー ザ ー BS3， フォ ー クリフト等建設のための 車両も持

込まれた． 輸送期間中はランドクル ー ザ ー と，前から基地にあった農民車が資材の運搬にあ

たり，基地の建物をつなぐ道路もいつの間にかでき上がってしまった． ウニモグ車は汚水運

搬の 目的をやめて，もっぱら水くみ池から飲料水の運搬に当たった． フォ ー クリフトはヘリ

コプターから荷おろし作業，BS3 は建設のためにブ
、
ルド ー ザ ー としての偉力を発揮した．
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観測隊員と「ふじ」乗組員の協力により， 2 月 1 日第 7 次越冬隊が成立するまでに， おお

かたの建設作業が終った．

18人の第 7 次越冬隊に課せられた任務は基地観測の再開と，匡久基地として発足させること，

KD60雪上車を使用する将来の内陸調査旅行の準備・ テストなどであった．

2. 越冬隊の運営

18人からなる越冬隊の運営に当たっては， 武藤隊長のもとに隊内職務分担がきめられ， 各

自の観測， 設営の担当業務にたずさわりながら実施した．

表1 越冬隊編成表

氏 所名
当

内 分 担

武 藤 晃 文部省大学学術局 隊長， 医療 公式写真
清 野 善兵衛 気象庁観測部 気 象 副隊長， 観測 主 任
荒 金 兼 三 文部省大学学術局 機 械 機

総
食建糧

械
務

主
主

築

任任， 設営一般，松 田 達 郎 国立科学博物館極地研究部 生 物
印 部 英 一 国土地理院 地球物理
長谷川 貞 雄 電波研究所 電離層 公式写真
中 田 良 水 文部省大学学術局 機 械
佐 藤 和［！日 文部省大学学術局 機 械 16ミリ公式映画記録
竹 内 鉄 雄 電波研究所 電離層
清 水 正 義 気象庁観測部 気 象
石 田 恭 市 気象庁観測部 気 象 犬 係
金 田 栄 助 国立科学博物館極地研究部 超高層
国 分 征 東京大学理学部 超高層
本 川 保 之 文部省大学学術局 生 物
前小屋 Yffti 文部省大学学術局 設営一般 総 務
磯 辺 武 電波研究所 電離層， 通信
深 川 佑 允 文部省大学学術局 通 信
八 代 晃 壮 文部省大学学術局 調 理 犬 係

生活班長として電離棟は長谷川， 通信棟は武藤， 居住棟は松田， 気象棟は清野，観測居住

棟は印部が当たり， 各棟単位に生活班をつくり棟内の生活をまとめることとした．

隊の運営に当たっては 月一回の全員による定例の会報の他に， 臨時に全員会議をもった．

各種の行事， 計画の作成に当たっては小委員会をもうけた． 初期の越冬隊に比べると人数も

増加し， お互いの意志の疎通も意識的にはかる必要を感じた． 生活が安定し， いろいろな生
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活機材も整えられ， 便利な生活になってきたが， 毎年毎年新しい観測・ 設営の機器もふえ，

業務が複雑になってきた． 業務をお互いにカパ ー し合ってやってきたときと異なり， 業務の

分担がはっきりと分かれ， 分業化の方向に向かいつつあるように思われる． しかし， それぞ

れの担当する業務だけでは隊生活は維持できない． 生活， 諸作業について緊密な連絡をとり

つつ運営する必要があった． たとえば次のような会議がもたれた． 内陸調査委員会， 越冬報

告編集委員会， 建設作業委員会， 南極大学， ミッド ウインタ ー 祭典委員会， 非常灯委員会，

水資源委員会などである． これらの個々については各論のところにおいて述べるが， あらか

じめ決められた線を強力に推進するというやり方とは異なるが， 皆で考え， 議論したことが

着実に， 納得された形で実施されていき， それなりの成果を得られたことと思う．

7次の越冬隊の生活を維持していくために， 生活する上の規則と保安規則をきめた． 生活

のきまりでは日課としての食事時間や映画， 入浴のある日をきめた．

当直の業務， サイレン吹鳴， 除雪場所の分担， 暖房機の取扱い， 洗たくの要領， 入浴の仕

方， 洗面所の使用， 便所の使用， ごみや汚水の処理方法， 水っくりの方法， 誕生祝， 娯楽・

映画について， 全員作業を要すること， 犬の飼育・ 使用等について一般的なル ー ルがつくら

れた． 決してうるさい取決めではなく， 南極にある昭和基地としづ 特殊な立地条件の上から，

当然知っておかなければならない最低の知識をおりこんでつくられた．

諸施設を利用する場合も， お互いに理解し合っていくということで， 利用規則もつくられ

た． 電報の利用， 基地内電話の使用， 郵便局の利用， 病院の利用， 車両の使用， 倉庫使用区

分， 暗室管理， 食堂・ 発電棟の利用， 食糧・ 装備の使用等について， それぞれの業務のため，

個人の利用のために公平に， しかも十分使用されるようにした．

保安については， 恒久基地として新装なったとはいえ， 南極の環境はきびしいままである

ことを念頭に入れてつくられ， 各人に徹底するようにした． 保安用の機材（消火器， ピッケ

ル， マ サカリ， スコップ， バ ー ル等の分散設置， 非常のときの発電機， 食糧， 装備の分散デ

ポなど考慮、された． 特に火の用心に関しては， 火災報知機の設置もさることながら， 喫煙場

所の明示， 火をつかう場合の心得など， 常日i実からお互いに警戒し合った．

非常灯の設置については， 超高層観測に支障があることから， 特に ブリザ ー ドのときなど

に点灯することにした． ブリザ ー ドのときの外出禁止， 基地外に出るときは 2人以上のこと

など， 保安についてはこまかし、規則がつくられた． これについては一年間を通じてよく守ら

れた．
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3. 一年間のおもなできごと

2 月：第 7 次越冬隊成立． 各部門観測開始． 建設作業の残りの作業実施．

3月：各部観測軌道にのる． オー ロラレ ー ダ ー 初めて記録． ダニ， 納豆菌の発見． 野菜栽

培始まる． 雪上車KD20-8号車まめ島北方で水設．

4 月：フラットウンガ氷山群地域への海氷調査実施． 水くみ道路に積雪多く， 除雪をたび

たひ、実施した． マ ラジョ ー ジナヤと初めて交信．

5月：コルゲ ー トパイプを利用し， 水タンクをつくり， 屋外で融雪・貯水（6 t） に成功し

た．

6 月：太陽の出な い 月． フラットウンガ調査隊の雪上車が半分水浸したが， 引きあげて無

事帰投した． ウニモグ車による水の補給不可能になり， 水タンクに雪入れ作業開始する．

ミッドウインタ ー のお祭． 南極大学開講する．

7月：南極大学も中旬には終了． 総員講師となり聴講者になり有意義だった． い よいよ太

陽がでてきた．

8月：オメガ岬へソリ取り旅行に行く． 基地北東湾内の測深開始． モヤシっくり始まる．

9 月：A級の磁気嵐あり． 本年最高のオ ー ロラ出現する． ラングホブデ， 大陸等への野外

調査始まる．

10 月：雪上車KD60 テスト旅行実施． オングルカルベンの生物調査開始． ラングホブデ地

学・生物学調査旅行8日間． ウェデ
、
ルアザ、ラシのお産始まる．

11 月：L L 旅行隊は気象・電波・地磁気を大陸において観測した． 雪上車KD60の居住性

テスト2 回実施． 盲腸炎の手術成功． アデリ ー ペンギンが卵をうみ始める．

12 月：基地周辺の野外調査が盛んに行なわれる． 生物， 地質， 地磁気， 測地など． 第 8 次

観測隊受入れのための建設準備作業を全員で始める． ソ連機飛来する．

1 月：第 8 次隊が来るまで連日建設準備作業. 7 日に第 8 次隊第 1 便到着. 8 日から建設

作業開始する．

2 月：10 日に第 8 次越冬隊と交代し， 全員「ふじ」に帰還する．

4. 観測部門の活動

基地再開にあたり， 観測上の難点をできるだけ解消しようと いうことで， まず強電流と弱

電流を扱う部門の干渉を避けるため， 送信棟と電離棟が基地の北西， 南西方向に隔離して建
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てられた． 通信棟が基地の西端にあることで， 強電流を使う部門は西側に集められたが， こ

れで十分な対策になったわけではない． 基地の中にある冷凍機のオン・オフ， オー ブンの使

用時など， 電気関係の干渉については， 今後もっと対策を考えるべきであろう．

暗室を旧発電棟内に約2 倍の広さに増設したが， その広さ， 水の使用など不自由ななかに

観測をつづけていかなければならなかった． その他非常灯の設置については， 極光観測と利

害相反することなど問題点が残されている．

昭和基地というせまい立地条件の中で， 完全な研究態勢をとり得ることはむずかしいこと

であるが， 年毎に不都合な点を克服し， お互いの部門の観測を尊重しながら進めてきている

ので， 初期の越冬隊の時よりは担当者たちもよくなっていることを認めている． 今後観測の

精度が増すにつけても， いっそう観測施設を昭和基地にふさわしいものに改良していきたい

ものである．

次に各観測部門の活動について述べる．

4.1. 極光・夜光 担当：金田栄枯， 印部英一

観 、AAU 項 目 経 過

定
常
観
測

目視およびスチ ー ル写真による極光形態の観
測
全天写真による極光の形態・運動の観測

研
究
観
測

極光輝度の多色式光電測光観測

極光スベクトルの分光観測

極光雑音の電波観測

2月19日より10月20 日まで実施．

3月11日より10月20 日まで順調に行なわれ
た．

極光の運動， 天頂輝度の関係を観測．

極光活動の強弱によってそれに対応するス
ベクトル写真が得られるようにした．
2月17日カミら12月31日までに

結果の概要

1 )  年間を通してみた場合， 春秋における極光の活動度の増加が認められる．

2 ) Su b-visu al aur or a, non-discr e te type aur or aが比較的多く観測された．

3) Stor mが数 回あったが， 全天〔or〕63ooAの glo wが深紅に彩るような極光の活動は

観測されなかった．

4 ) 極光より発生すると思われる電波については今のところその存在の有無がはっきりし

ない． 夜間の吸収は天頂の極光と良相関をもち， 昼間の吸収に比して変動が早い．

5 )  極光活動とVLF -e mission との間に密接な関係があることが認められた． すなわち，

homo ge ne ou s  ar c とh iss, flaming （もしくはpulsating) multiple homo ge neou s  patch 
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とa ur ora l chor u s との間に現象として高い相関関係が存在する． 一方 rayとの聞には今

迄のところ対応するVLF-e missi onは認められていない．

4.2. 地 磁 気 担当：国分 征， 印部英一

観 相mm 項 目 経 過

定
常
観
測

直視磁力計による地磁気三成分連続観測
アースインダクターによる地磁気絶対測定

po
 
－－

 
月qd

 
て用を器機

・
た
た

し
し

用
始

使
関

で
を

隊
測

冬
観

越
り

の
よ

斗別
日

、lit－、rit－－白J

研
究
観
測

地磁気脈動観測
VLF帯自然電波観測
デ ー タ集中記録

に

を
3

調

害

め

順

妨
た

ほ

る

の

ほ

よ

障

に

故

め
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始
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電
・
め
た

観
・
の
た
始
得

続
了
ら
し
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録
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り
日
器
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よ
目
測
に
に
デ

日
月
観
の
日
の

ー
ロ
層
ぐ
叩
分

月
み
離
せ

月
月

4
進
電
ふ
5
カ

結果の概要

1) 地磁気活動は比較的静穏で， いくつかの27 日周期グル ー プがみられる．

2) 絶対測定点（69 °00.4' S,39 °35. 5 ＇£）における地磁気三成分の値は12月3 1 日現在 Hl 9010

ガ ン マ D45 °35', Z42350ガ ン マである. 1960年の氷年変化はH 20ガ ン マ／yea r, DI 0' /yea r, 

Zl40ガ ン マ／yea r程度で、ある ．

3) 地磁気脈動観測で、はpc -Iの卓越周期は約2.5秒， 出現頻度は16時 （45 °EMT）頃が最も

多く， 0. 1ガ ン マ以上のものが月に数 回以上観測された. Pi についてはネガティブベイの発

達期は比較的長周期（30秒以上〉のものが卓越するが， 減衰期以後は10～20秒の周期をもつも

のが顕著にあらわれる． 後者はオー ロラコ ー ラス， オー ロラ強度短周期変動とかなり良い相

関を示すものと思わる．

4) VL F帯自然電波観測の解析はまだ未整理の段階であるが， 主なものとして（a）夜間

現われる4kc/ s以上のヒスはオー ロラア ー クと良相関をもっ. Cb）オー ロラコ ー ラスと呼ば

れるエミッショ ンはフレー ミ ングオー ロラと良相関をもっと思われるが， レイに対するエミ

ッショ はないといった方が良いようである. CC）昼間現われるコ ー ラスはオー ロラコ ー ラス

とかなりスベクトル的に異なるもょうである. Cd）周期数秒から数分にわたる種々の周期的
エミッショ ンが観測されたが， 地磁気脈動と良く対応するものもあるが， 多くはあまり顕著

な脈動をともなわない．
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4.3. 電 離 層

観 担1

定

常観調。
電離層定時観測

松 田 達 郎

担当：長谷川貞雄， 竹内鉄雄， 磁辺 武

〔南極資料

項 目 U叉
庁づ二 j品

リオメ ー タ ーによる吸収の測定
I 

2月1 BiJ,G!ffl.tl&. 
欠測率は年間2. 7 2%. 

2月23日より開始． 測定中空中線の方向は
垂直にして天頂に向 けたが， 40Mc用の空
中線のみ10月18日より仰角25° , 方位磁 気
南東に変更．
3月13日より開始． 観測はp.p.I.に主眼

をおいて実施した. Aスコ ー プ， D-t観測
は8月， 9月に実施した．

4月21日 から開始．
10月31日と11月1 2日 に大陸内へ7kmか ら
16kmの地点まで 2km毎 に 5地点、で測定
電波を発射．

研

究

観

測

レ ー ダ ーによるオ ー ロラの観測
オ ー ロラの目視， 35mmスチ ー ル写真

16 mmカメラによる駒取り撮影も行なった
短波 電界強度の測定

大陸氷上における地上波 の測定

結果の概要

現在整理中であるが2,3の結果を示す．

1) リオメ ー タ ー による吸収の測定では， 吸収量の周波数特性を除いて， 両測定周波数の

示す変化は全く一致しているが， 40Mc用の空中線を傾けた場合には， 細部に多くの差異が

認められた．

2) オー ロラレ ー ダ ー による測定中の目視による結果の概略を示すと，P.P. I.の場合，

オー ロラ反射波の最も多く現われる方位は， 120 °から240 ° までの， いわゆる磁気南を中心に

左右約60 ° であった ． しかし， 地磁気擾乱の激しいときは全方位， 即ち360 °にわたることが

しばしばあった． 反射波は300～400kmが最も多く， まれに1000kmを越すこともあった．

3) 大陸氷の導電率に顕著な周波数特性がみられた．

担当：清野善兵衛， 石田恭一， 清水正義4.4. ヌ＼ 象

観 担1

定 地上気象観測

戸市u,. 

高層 気象観測

観

積雪の観測
測

項 目 経 j旦

2月1 日より正規観測を開始． 初めて自動
気象観測装置（MAMS）， 自動 気象印字装
置（MAMP）を用いた．

毎日15時ゾンデ飛揚． 特に10月成層圏突然
昇温現象が現われたので、臨時観測を実施し
7こ．

オングル海峡の海氷上に 8 本の旗竿を立て，
月1～3回観測した．
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r一一作成 した
1962年 1月15日から1966年11月 3 日まで99
cmの積雪の増加 がみられた．

天気解析
L L の積雪
全天 カ メ ラ に よ る雲の写真撮影

特殊 ゾンデ観測 オ ゾンゾンデ， 露点 ゾンデ， 輯射 ソマンデ計
75個飛揚した．

観測は正午頃太陽高 度角22 。～30 °の と き 実
施. 4 か ら 8 月 には好天の日， 試験観測に
[5艮っ た．

3月20 日 よ り連続記録を開始した．

2月18日 よ り観測開始した．

研

究観

測

全オ ゾン量観測

地上オ ゾン観測

抱射観測

結果の概要

。 過去の気象観測資料と比較 し， 5月頃までは大体平均的な経過であったが， 冬季の6,

7 , 8 月は例年 よ り風やや 弱 く ， 月平均気温はかなり低 目 となっている． 特に 7 月は晴天の

日が多かった． 春から夏にかけて は， 変 動が大き く ， 10 月は比較的天気は良 く ， 気温は低か

ったが， 11 月は風 強 く 天気は悪 く ， 暖気の流入のため， 気温は急昇 した. 12月に入り好天が

続いたが， 月末は雲の多い天気となった．

2 ) 圏界面は夏の聞ははっきり しており， 300 mb附近にあるが， 冬になると20 Q mb 附近に

移動 し， 不明瞭になる． 中緯度にみられる圏界面附近の強い西風は， 明瞭でな く ， 月平均20

m/ sをこえる ぐらいである． これに対 し て 冬季の成層圏中部 （20km附近〉 では西風が強 く ，

月平均値で＇45m/ sをこえた．

地上約lOOOmの高さに風速の極大層が観測される． 対 流圏では夏から秋にかけ て 温度が高

く ， 冬から春にかけて 低 く なる傾向がある． 気温は 月平均 値と し て みた場合対流圏で、は例年

とあまり変らなかったが， 成層圏で、は突然昇温の現象のため， 10 月， 11 月におよそ 10 0 C ほ

ど高 目 になった．

10 月20 日こ ろ と11 月10 日前後の2 回にわたり成層 圏突然昇温を観測 した . 11 月10 日前後の

昇温で上空の状態は冬型から夏型へ移行 し， 同時に風も弱 く なった．

3) オ ゾ ン ゾ ンデ， オ ゾ ン量観測な どについて は 目 下検討中である．

4. 5. 生 4知 担当：松 田達郎， 本 川保之

観 沼山廿 項 目 経 過

オング ル島周辺におけるダニの形態， 生態学 ｜ 3 種類の ダニ を発見， その室 内飼育 と 野外
的

研究

｜ の生息地の調査を実施した．
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研

究

観

測

西オングル島東部の セン類分布 i 大池附近を中心に セン類生育地を調査した
I C 3月〉．

アデ リ ー ベンギンの／レ ッ カ リ ー における生態 I 10月初旬か ら12月にかけて オング、 ル カ ルベ
学的

研究

｜ ン島のペンギンの生態， 周辺の植物群落 ，
ダニ 等を調査した．

ウ ェ デル アザ、 ラ シの生態、 について I 10月初旬からオング ル カ ルベン島北方海氷
上において産児 ， 育児の観察．

植物群落および砂磯地帯の徴気象の

研究

！ サ ー ミ スタ ー 自記温度計により観測

植物育成装置による緑色野菜の栽培 について

昭和基地付近の島， 大陸露岸地帯， モ レ ー ン，
ラング ホ ブ デ 山塊， やま と 山脈における微生
物分布

昭和基地付近の空気中徴生物

南極氷雪中の微生物

3月から 1 年間実施した．

現地にて試料採取し基地で10 。 C l カ月培養，
30 ° C 5日間培養を行なっ た．

6月より毎日約 8 時間空気を 吸引し， 終了
後 フ ィ ルタ ー を 10 ° C 20 日間培養．

大陸内 ネ ベ ， 大陸氷， 氷山等の雪氷をサン
プ リ ングしTこ．

結果の概要

1) 3種類の ダニの形態を観察し ， それぞれ仮にカ ワ ノ リ ダニ ， ミ ズ ダ マ 夕、、ニ ， オ ングル

ト ピ 夕、、ニと名付けた ． 特にカ ワ ノ リ 夕、、ニは 5カ月 間人工光線の下でカ ワ ノ リ をえ さとして飼

育観察した ． これら 3種類の ダニが砂疎地 ， 水辺の砂 ， セ ン類群落 ， 藻類の中にいることを

確かめ ， その分布 を調査した．

2) 西 オ ングル島のセ ン類群落も東 オ ングル島の場合と同様 ， 山の南西斜面に多い ．

3) セ ン類群落 ， 夕刊ニ生息地の微気象を測定した ．

4) 野菜栽培については隊員数名の協力 を得て一年間実施し ， 十分実用に供し得たと思わ

れる．

5) 昭和基地付近からラングホ プデ ， やまと山脈に続く砂中の ミ ク ロフ ロ ー ラ を 明らかに

することができた ．

6) 動植物相と微生物 ， 地形と微生物 ， 気象と空気中の微生物との関係等についても調査

した ． 氷雪の中の微生物も採集され ， 詳細な種名決定は帰国 後なされる．

7) 昭和基地の中の飲 料水中にも普通の中温性菌が汚染によ っ て導入された在来種と共存

しており， こ れが適温になると著しい生育 をみる． 飲 料水の衛生管理には注意しなければな

らない．



4. 6. 自 然 地 震

第7次南極地域観測｜或越冬隊報告

担当： 印 部英一

1 1  No. 32. 1 9 68〕

観 羽山F 項 目 経 過

言 ｜ 自然地震観測
観
測

結果の概要

よみ と り は帰 国 後 実施 ， 検討する予 定 ．

2月 16 日より開始 し 順調に観測はつづけ
ら れた ．

4. 7. 潮 汐 担当： 印 部英一

観 1
 
1

 
1、近

抄 項 目 経 過

害 I 沈鐘式験潮儀による潮汐観測
観
測

結果の概要

日 本隊 と してほぼ一年間を通して観測し得た こ とは初めての こ とで ， その記録は帰国 後検

1月25日より 記録を開始し， 9月下旬の 時
計故障による欠測 以外は順調に 観測した．

三すしている．

4. 8. 地 品ι
寸ー 担当： 印 部 英一， 前小屋 端

観 相川日 項 目 経 過

研

ラ ング ホ ブデ地区における地図作成のための I 10月 17日 から 2 4日 まで実施した．
標定点測量

オンクボル海峡の海氷 の生成および融解過程観 I 14 基点に ついて 3月から6 7 年 1月 まで 1 カ
測 ｜ 月 毎に測定した ．

大 陸氷 の雪氷学 的観察

観 I ラ ング ホ ブデ氷 河流速測定

大 陸モ レ イ ン東方30 kmの地点で実施した．

氷 河上標高3 20 m の地点に 流れ方向 に ほ ぼ
直 角に50 0 m間 隔に 4 本のポ ールを 設置した．

西オングル島， ラ ング ホ ブデ， ス カル ブ ス
ネ ス ， やまと 山脈等に ついて実施した．

測 ｜ 地質学 的調査

結果の概要

地学はも と も と 南極 本部 で 決定 さ れた研究項目にはなかったが ， これら の隊 員が専攻して

いる学問分野についてな さ れたもの である ．

1)  既設のオ ン クツレ 島三角網を延長して ， ラ ン グ ホ ブ デ地区へ結び ， 標定点 8 点を設置し ，

第 6次隊撮影の空中写真へ刺針を行なった ．
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2) 海氷 の厚 さ は 3 月 8 日 19. 7cm （平均値〉 で あ っ たが ， 5 月22 日 67. 5cm, 7 月 14 日 100

cm , 10 月 下旬 に 最大で142. 6cm と な り ， 11 月 下旬か らパ ド
、

ルが発生 し融解 し始め る ．

3) 大陸 モ レ イ ン東方30km地 点 の 雪面下 6 mの温度は － 17. 5°C( lO 月 3 日 ） . 11 月 2 日 LL

で、 の 雪面下10mの温度は － 16°Cで あ る こ と か ら昭和基地東方大陸 内25～30km 地帯は年平均

気温が － 16 °C～ － 17°C ぐ ら い だ ろ う ．

4) ラ ン グホ ブ
、

デ氷河に 立て た ポ ー ルは 3 本は 見失 っ た が ， の こ り の 1 本の 測定結果か ら

すれば1966年10月23 日 か ら1967年 2 月 5 日 ま で の 聞 に 北北東に約 S m移動 し て い た ．

5. 設営部門 の 活 動

ま え が き に お い て， 第 7 次越冬隊が越冬開始 の 頃 ま でに設備 さ れた施設に つ い て は 述べた ．

電波 の 干渉に つ い て は 基地の西側に 強電流 を 扱 う 部 門を配置 したが ， それだけで、 は十分で、 な

く ， 冷凍機の オ ン ・ オ フ 等い ろ い ろ な 障害が で て き たが ， そ の都度対策 が試み られた ． しか

し 良質 の 電源を確保希望 の声は強か っ た ．

基地 の建物増加 ， 観測器械 の 増 加 ， 各種電気器具の 増加に と も な う 電 力 消 費量 の 増加はか

ねて の予想 を は か る に越え る も の で あ っ た . 45KVA 発電機を 使用 し て い たが ， ピ ー ク 時に

は43 KWに 達 し た こ と が あ り ， しば しば電気器械使用 の 調整を行な っ た ．

造水 ・ 貯水は 昭和基地 の 長 い 間 の 懸案で あ る ． 相かわ らず池 の 水や積雪か ら水をつ く る の

であ る が ， 屋外に貯水す る よ う に し た こ と は 画期的な こ と で あ っ た ． 毎 日 約 lt の 消 費量が

あ っ たが ， 6t の貯水量が あ っ た の で ， ブ リ ザ ー ド が 2 ～ 3 日 続い て も 節水す る 必要は な く な

っ た ．

予熱室 の 中に は循環式水洗便所が設置 さ れ ， し か も 大便は ポ ン プ の 作 動で海氷上に汚水 と

一諸に廃棄 さ れ る よ う に な っ た ． 便所問題が解決 さ れた こ と は 基地生活 の 向 上を示す も の で

あ る ．

通信量 も 第 5 次越冬隊 の 2 倍に 達 したが ， 南極本部 と の 電話連絡が で、 き る よ う に な っ た こ

と は 大 き な 進歩 で あろ う ．

各部門 の活動に つ い て 述べ よ う ．

5. 1. 機 械 担当 ： 荒 金兼三， 中 田 良水 ， 佐藤和郎

5. 1. 1.  45 K V  A発動発電機

500 時間 定期整備 の外は特記す る よ う な ト ラ プ
、

ルは な く ， 順調に運転 し ， 停電事故 は皆無
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であ っ た ． 定常負荷は 25kW/h～ 28kW/h， 最大負荷は 34kW/h～36kW/h程度であ っ た．

5.1. 2. 20 K V  A発動発電 機

非常用電源として使用するため 月一 回20分間暖 機並びに点検運転を行な っ た ．

5. 1. 3. 冷 凍 機

第 7冷凍機にたびたび
、膨張弁ス ト レ ー ナ ー の 目 づまりが発生し， そのつど清掃したが， 次

第に冷凍力が落ちた. 11 月再運転開始後も不調で冷凍庫内温度は － 5
°

C～ － 10
°

C以下に低下

しなか っ た． 第 5 冷凍庫も11 月か ら不調だ っ た．

5. 1. 4. 暖 房 機

気象棟， 通信棟， 居住棟のみ使用し， ト ラブルはなか っ た． 電離棟と観測居住棟は観測機

器の発熱のため暖め られ， 一年中暖房 機を使用する必要はなか っ た． 食堂棟 ， 旧発電棟内暗

室と工作室は温水暖房 器を使用し， 常時20 ° C 前後に保たれていた．

5. 1. 5. 車両一般について

表 2 各車両の概況

別
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一
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一

次

一

次

Aせ

一

A吐

一

Aせ

第

一

第

一

第

行 I I 一一一｜ 整備および修理箇所 ｜ 備 考
時 間 ｜

I "; I I: 1:·；；ケ ッ ト 搬 ｜ 一 一
パ ネ および カ タ ピ ラ 交換， ｜ たが各部の損傷大で車
各部調整 ｜ 両交換の要あ り．

I 
I K D 20 -6 と 一懸架パ ネ 交換， ヵ ー ヒ ー ｜ が， 特にエ 、

タ ー 取付け， 各部調整 ｜ 力が荏下 してい る

1 1966年 3…没 l 廃車 と

1 � �ンジン トル コ ン 上
輸 ブ ラ ケ ッ ト ： 一 一般
ネ ， 右起動輪， 駆動軸交 の損傷大であ る．
換 ， カ ー ヒ ー タ ー 取付け

lイ ナ モ 右 ヨ 叩

ト 懸架くネ フ ァ戸大
ルト， 右前上転輪 ブ ラ ケ K D 20 -6号車 と 同 じで
ウ ォ ー タ ー ポンプ， ラ ジ
エ ー タ ー 交換， 各部調整

同 I 1.次 ー 卜 ス タ イ ン タ ー 交換 （ 各種テ スト吋した
｜ （計 676. 9km) I ｜ エ アガパ ナ ー調整 I 

I 7次 日 1 � e.工 会長： 山 （ 闘 中 ド ー ザ ー の取付
（計 2so h )  I ィ ザ ー ア ー ム 溶接 ｜

けボ ルトがゆ るむ

種

円。
百ド
O

E－
つ］

上
D

雪
K

雪上車
K D 20 ー7

雪上車
K D 20 -8 

間－9 I ー （諮5�
4

ii-!�
1

間1 1 1 � 3 � 1 （五盗殺：

τi
 

車
ω

上
D

雪
K

ぽ
－

1 ベ
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［ 7 次 削 l 酬料 フ イ ルタ 一 カ く 一 ξ （ ト ラ ツ クシ ユ 一 取
（計4 255 h )  ツ キ ン交換 ｜ ボ ル ト がゆるむ．

農民車 l 第 5 �
1

I i 次 削 l ベ ド 似 ケ ト γ一 ラ をつけて
Crr十 430 h )  I ブ レ 一 タ交換， 主 ク ラ ツ l 運搬に使用 ．

｜ チ調整

ラ ン ド クル（ 第7 次 ｜ 7次 4日 6kml I 
｜ 運搬 ・ 連絡に使用， ト

ー ザ ー ｜ ｜ 印ー門口円 つい ｜ ｜ ｜ レ ー ラ ー をつけて一段
I I 1.. ii l" -'- I O中 d山ノ ｜ ｜ ！ と 偉力を発揮．

ウ ニ モ グ ｜ 第7次 ｜ 叫 ！ i 肌車 と して活躍

スキ ー タ － I 第7次 ｜ 7次 256. 7回｜ I V ベ ルト交換， ク ラ ッ チ ！ 基地まわり観測に使用
I I C計 574. okm) I ｜ 調整， スキ ー 曲 り修正 l した．

オ ー ク リ ｜ 第7 次 ｜ I 26 h l  ｜ ヘ リ ポ ー ト の中だ けで
I I I I i 荷お ろ し 積荷に使用

各車両の概況は上表の通りであるが， 特に雪上車 K D60 1 は初めての車であり， 将来の大

陸旅行用に設計されたものである． 耐久 テストをすることができなか っ たので， 居住性 ， け

ん引力等の各種 テストを行な っ た．

トラクタ ー は建設期間中は整地， 荷物運搬等に使用され， 越冬中は除雪に偉力を発揮 した．

雪入れ作業にも使用 し， 水っくりの戦力とな っ た ． ラン ドクル ー ザ ー ， 農民車は基地内の輸

送， 荷 さばきに活躍 した ． 特にラン ドクル ー ザ ー 用に荒金， 佐藤はトレ ー ラ ー を製作 し ， 第

8次隊建設期間中は長ものの輸送に大変な偉力 を発揮 した． ウニモグは 5 月ま で水汲み車と

して使用されたが， 野外に放置されているため冷却 しき っ ているので， ポンプ各部の凍結が

みられ ， 運用に苦労 した． 水汲み車と してきわめて有効であ っ た．

5. 1.  6. 工作・作業 機械

特に不自由を感ずることはなか っ た．

5.1. 7. 電気一般

架線および配線につい ては特に問題はなか っ た． 発電 機の過負荷をさけるため水素発生器

を使用する11時30分～13 時30分の聞は他の大電力消費をさけた．

自動電話は1969年3 月11 日より使用開始 し， 10カ所の連絡のために極めて有効であ っ た．

火災報知器を全棟にとりつけ， 万全を期 したが， 雪 どけのときにジ ヤ ンクショ ンボ ックス

への水の浸 入， 食堂の石油レンジの熱気による早期動作等で誤動 しただけで， 火災のなか っ
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たことは 宰であ った．

5. 1. 8. 造水お よ び給排水設備

造水用熱源は45KVA発電 機用排気熱を利用 し， 夏・冬を通じ 1 日平均約 800l程度の水を

まかなうに十分な能力があ った． その大部分は 屋外に設置 したコルゲ ー トタ ンクに， 夏は池

の水を， 冬は積雪を投入 し て融雪， 保温貯蔵を行ない， 貯水の飽 和温度は冬季においても6

kl の水を ＋40° C 近くに保つことがで きた． これと室内のタ ンクの水で 18名 分約 1 週間は無

補給で給水することがで き た ． タ ンクの水は ポ ン プで吸みあげ， フィルタ ーを介 して 冷水タ

ンクへ移され， このタ ンクの水を ポ ンプで循環 しながら給 水 した．

断熱パイプ利用の循環 式水道は き わめて 有効で， 食堂では 冷水と ＋ 45° C の湯を供給する

ことがで きた．

汚水の排水は ポリエ チ レ ンホ ー スを海氷まで引 き， ポ ン プの作 動一つで行なうことがで き

便利であ った．

前にもふれたが， ウニモグタンク車を水汲みに， トラクタ－ BS 3 を雪入れに使用 し， 水

の確保に偉力を発揮 した．

水問題に対 し て は 将来水源用 夕
、
ム をつくり， 常時給 水で き る よ うに したいものである．

5 .  2. 燃 料 担当：荒金兼三， 中田良水， 佐藤 和郎

従来ドラム かんで燃料の保存を行なって き たのを， 20kl 入りの金属タ ンク 1 個と lOkl 入

りの ピ ロ ー タ ンク6個を基地北東の海岸に設置 した． 使用のと き は あらかじ めポ ン プで予熱

室内の lkl 入りタ ン クへ移 し， それを 45 KVA 発動発電 機用燃料タ ンクへ手動ポ ン プで移

した． 特に大 き なトラブ
、
ルもなかった． 将来タ ンクを大型に し， その数もふや したし 、もので

ある ．

燃料関係の使用量は 次の よ うになった．

表 3 燃料使用料

口仁口I 名 用 途 ｜ 在 庫 量 ｜ 使 用 量 残 主主三主L 

} 
4
…房 機

発
両
房

動発電機
軽 1由 132, 40 0 80 , 1 0 7  52, 293 

暖車

車

両， 暖カ、‘
ソ リ ン 7, 870 4, 320 3, 550 

エ ン ジ ン 油 45K V  A ， 車両等 3, 360 1, 327 1, 673 
（使用不能 360 )

ギ ヤ 油 40 0 89 I 311 
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ト ノレ コ ン 油 78 0 
（ 使用不能 i��）

I 43 0 

ブ レ ー キ 油 38 0 4 4  I 1 9 2 
（ 使用不能 1 4 4 )

タ ー ビ ン 油

灯 f由 4 ,8 2 0 

不 凍 f由 2 ,18 0 

防 金青 油

グ リ
一 ス 135kg 

1966年 2 月から 1967年 1 月 31 日 までに使用 した量を示す．

5. 3. 建 築 担当 ： 印 部英一

7 0  416 

2 , 7 23 I 2 , 09 7  

43 2 I 1 , 7 48 

16 2 

113 kg 

建物の配置名 称につ いては 図 1 に示 し であるが建築補修 さ れた概略と使用区分を示す ．

表4 建物 補修 の 概要

名 称 ［ 型式 （ 寸法 m) I 間 使 用 区 分 （ 補 修 そ の 他

食 堂 棟 lパ ネ ル （ 4.8 ×8. 4 ) 1 1 956 

観 測 居 住 棟 ｜パ ネ ル （ 4.8 ×8. 4 ) 1 1 956 

同 側 室 ｜木造ベ ニ ヤ （1.8 ×5. 2 ) 1 1 959 

気 象 棟 ｜パ ネ ル （ 4.8 ×8. 4 ) 1 1 956 

同 側 室 ｜木造ベ ニ ヤ （1. 7 × 2. 7 ) 1 1 96 0  

居 住 棟 lパ ネ ル （ 4.8 × 4 .8 ) 1 1 96 0  

同 西 側 室 ｜木造ベ ニ ヤ （ 2. 7 × 2.7 ) 1 1 96 0  

同 東 側 室 ｜木造ベ ニ ヤ （1. 9 ×1. 9 ) 1 1 96 0  

同 前 側 室 ｜木造ベ ニ ヤ （ 2. 0 ×1.8 ) 1 1 96 0  

第 2 生物研究 室 ｜木造ベ ニ ヤ （ I.5× 2. 4 ) 1 1 96 0  

旧 発 電 棟 ｜パ イ プ組立キ ャ ン パ ス I 1 956 
シ ー ト 張 （3 .6 ×15.0)

炊事， 食 堂， 娯楽

超高層観測 ， 個室 × 4

機 器格納

気象観測 ， 個室 × 4

器材格納

医薬品格納， 個室 × 4

装備品格納

生物 採集品格納

オ ゾ ン観測 施 設

微生物 観測 施 設

20KV A 発電 施 設， 工作室

暗 室 l木造キ ャ ンパ ス シ ー ト 1 1 96 1  l 部門共通暗室
張 （ I.7 ×3.8 )  

放 球 小 屋 ｜木造ベ ニ ヤ （3.6 ×3.6 ) 1 1 96 1  I 気象 ゾ ン デ 施 設

第 2 冷 凍 庫 ｜木造パ ネ ル （ I.8 × 2. 7 ) 1 1 9 51 I 冷凍食品格納

車 庫 ｜パ イ プ組立キ ャ ン パ ス I 1 9 50 I 車両修理 施 設
シ ー ト 張 (4 .8 × 4.8 ) 

機 械 倉 庫 ｜木 造（ 4.8 × 9. O) [ 1 959 1 機 械部品格納

内装改造， 温水暖房
観測 器取付け， 個室改
、止と

ユ早

出入 口変更

一部 ビ ニ ー ル マ ッ ト 張

個室改造

内部改装

内部改装

出 入 口 改装

拡張内部改装

出入 口 改装

冷凍機 取付け 口 改造

出入 口変更
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山 手 倉 庫 木造ベ ニ ヤ （3. 6 × 4. 5) 1961 装備品格納

装 備 倉 庫 木造ベ ニ ヤ （1. 8 × 3. 6) 1960 ／／ 

電 気 倉 庫 ／／ 1961 電気器具格納

通 棟 1パ 不 ル （4. 8 × 9. 6) 1 1966 i 通
長

信
公

施
室

設
， 個

， 生
室

物
×

研
3

究室， 隊 ｜ 新設， 前 々 室 も つ く る

電 同rt 棟 ノ、。 ネ ノレ （4. 8 × 8. 4) // 電離層観測， 個室 × 3 ／／ 

同 付 属 便 所 ノ、。 ネ ノレ （1. 2 × 1. 2) II フ リ ザ ー ド時使用
｜

新設

新 発 電 棟 鉄骨組立パ ネ ル ／／ 45K V  A 発電
浴

施
場

設
施設

， 造水 ・ か 前々 室作成
(7. 2 × 10. 8) せんた く ・

予 務L 室 鉄骨組立パ ネ
（3

ル
. 6 × 3. 6) 

II 便所， 燃料 タ ン ク ｜ 新設

送 棟 鉄骨組立パ ネ
（5

ル II 送信施設 ／／ 

. 4 × 5. 4) 

飯 場 棟 鉄骨組立パ ネ ル
(5. 4 × 16. 4) 

／／ ｜ 建設時 の宿泊， 冬は倉庫 ／／ 

地磁気変化計室 ノ、。 ネ ノレ （2. 4 × 4. 8) ／／ 地磁気三成分観測 ／／ 

第 1 冷 凍 庫 ジ ュ ラ ル ミ ン張パ ネ ル ／／ 冷凍食品格納 II 

(3. 6 × 3. 6) 

ポ ン プ 小 屋 木造ベ ニ ヤ （2. 4 × 3. 6) 燃料用 ポ ン プ格納 II 

ペ ン ギ ン観
フ

測 鉄
付

骨組立パ ネ
（3

ル ， ソ リ ペ ン ギ ン観測用 II 

カ ー ス . 2 × 1 . 8) 

新設 コ ル ゲ ー ト 通路 （ そ の 長 さ m)

a ） 新発電棟←→ 旧 発電棟（22. 9), b ）旧 発電棟←→機械倉庫前（9. 0)

C ） 機械倉庫前←→観測居住棟（ 17. 7), d ） 通信棟←→居住棟（21. 6) 

既存 の建物を 改造 し て 使用 ， 新設 の建物 も 既存 の も の と の 調和を も たせ て 建て る と い う 追

加 式の 建 て 方 な の で ， 根 本的 に都市計画を 考え な おす こ と はむずか し い ． 長期拡充計画に 従

っ て 建築を進め て い く こ と が望 ま し い が ， 現在の配置 も それな り の条件を 克服 し て な さ れて

い る わけ で ， こ の 中 で の結果を 述べ る ． 建物， 通路 な ど に さ え ぎ られて 雪 どけ の と き の 流 水

が は ん ら ん す る の で ， そ の 排水を 考え る べ き だ ろ う ． パ ネ ル の 建物で、は 屋根か ら の 雨 も り を

防 ぎ ， 換気 を よ く し た い ． コ ル ゲ ー ト 通路 は 有効であ っ たが ， 棚 と し て の 利用度 も 大 き い の

で ， そ の 点改 良が の ぞ ま し い ． 防火扉を 考え る 必要 を 感 じ た ．

暗室施設は も っ と 整備拡充 し な い と 全 員が 自 由 に 使え な く な る だ ろ う ．

現在の建物で不 自 由 な が ら 一応 の成果を 収め て い る が ， やは り 倉 庫 を ふ や し ， 居住施設は

それな り の建物を つ く り ， 観測室 も 余裕を も っ た 建物に し た し 、 も の であ る ． 医 療室が な い の
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庫
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熱
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担

1

食
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通

電

送

飯

発
予
旧

第

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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2

 

13. 第 2 冷 凍 庫
14. 車 庫
15. 器 械 倉 庫
16. 山 手 倉 庫
17. 装 備 倉 庫
18.

電

気

倉 庫
19. ポ ン プ 小 屋

20. 地磁

気

変化計

室

21. 験 潮 儀
22. 地震 計 格 納 箱
23. 20kl 金属 タ ン ク

24. ピ ロ ー タ ン ク × 5

〔南極資料

'.!,'1> 

25. 測 風 塔
26. ロ ン ピ ッ ク ア ン ア ナ

27. V 型 ア ン テ ナ
28. パ ン ザ マ ス ト

29.

電

離層 ア ン テ ナ

30. リ オ メ ー タ ー ア ン テ ナ

31. 水平 ダ ブ レ ッ ト

32. オ ー ロ ラ レ ー ダ ー

33. V L  F ア ン テ ナ

34. レ ー ヴ イ ン用 パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ

35. 福 島 ケ ル ン

36. コ ー ノレ ゲF ー ト オに タ ン ク

図 1 . 昭和基地配置図 (1966年12月 現在〉



No. 32. 1 968〕 第 7 次南極地域観測隊越冬隊報告

で一 日も早 く 整備してもらい た し 、ものであ る ．

5. 4. 通 信 担当：深川佑允， 磁辺 武

昭和基地無線局の交信局， 運用状況は 下表の通りにな る ．

1 9  

表 5 昭和基地如、線局の交信局 お よ び運用状況

プLτミ 局 交 信 日

到8 子 き
日 曜

毎
日
日

を除

国 際 電 々 水曜 ， 金曜
二を ソ ン 毎 日

マ ラ ジ ョ ー ジ ナ 毎 日
ヤ

ロ イ ボ ー ド ワ ン 毎 日

サ ナ 二工 月 曜
ふ、 じ 毎 日

その他の交信局

交 時

10 : 0 0 或は13 : 30 か ら 1 ～ 2 時間

12: 30 から 1 ～ 2 時間

0 9 : 10 ,  16 : 45, 21 : 10 

17: 0 0  

� 
月
月gri� 〕） ' 3 月(17: 0 0 )  

11: 30 

13 : 0 0  

｛詰 考

水曜（電送写真〉， 木曜 （電話〉

2月か ら開始

4月下旬よ り 開始

6月に交信を打切る

i 絡
M

も 実」施行し
動
た

中のみ， 電話連

旅行隊雪上車， オング ル島周辺の ト ラ ンシ ー パ 一 通信， 南極点， ソ 連航空機

主として l KW S S B 送信 機が使用された . I KWA1 送信 機は ロイボ ー ド ワ ン， マ ラジ ョ
ー ジナヤ通信に， 50W S S B 送受信 機は対旅行隊通信に， G R C 9 送受 信機は K D 20 ,  K C  

20車載用として使用した ． トラン シ ー パ ー は基地周辺の諸連絡に使用し， 特にペンギンカブ
ー スに設置してオングルカルベン島との定時連絡， アマ チ ュ ア局用送信 機もハ ム 用に使用さ

れ， 内外局 計 585 局と交信した. 400W 送信機は 非常用として電離棟に置いた．

その他対モ ー ソン用として 5 単位欧 文用テレ タ イプが 7月以降毎 日使用された． 写真電送

機， 模写受画装置とも 動作良好であ っ た． 気象天気図， 共 同通信フ ァ クスの受画は非常に有

効であ っ た．

5. 5. 医 療 担当 ： 武藤 晃

第 7次隊においては生活環境が著し く 改善され， 温水暖房のきい た食堂が集会， 娯楽， 団

らんの場とな っ た． 便所の屋内設置 ， 水使用量増加， 入浴 回数の増加その他生活内容も文化

的になり， 遠隔地の集団生活としては精神衛生的にも良好に経過し， 診療の対象とな る よ う

なものは なか っ た ．

虫垂炎で手術をしたが医療室がないため， 準備に 6 時間もかかり不 自 由であ っ た ． 医療室
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の完備がのぞまれる．

5. 6. 装 ｛庸 担当 ： 前小屋 端

〔南極資料

第 7 次隊の装備品は合計10. 6 t で基地に残置されていた物品と合わせて使用されたが， 年

間を通 じ， ごく一部の忘れもの的なものを除き主要物品に関して は越冬生活を送るのに十分

であった． 装備品の格納は飯場棟， 装備倉 庫， 居住棟側室， 山手倉庫 （大・小）， 通路等に分

類分散 さ れたが ， 一部屋外にデポせ ざるを得ないものもあった． それらを格納するための倉

庫が必要である．

衣類， 旅行用装備につい て はまだ開発すべき点をもって いると思われるが ， 7次隊の使用

状況からして ， 一般的にみて 良好であったと思う ． 文房具， 写真 機材等はそれぞれの部門と

事前によく打ち合わせることが望ましい ．

5 .  7. 食 糧 担当 ： 八代晃壮， 松 田 達郎

主要食糧について 述べる．

表 6 主要食品使用状況

使 (18人分〉 考主要食品

精 米

芋 類

砂 和i

油 日旨

旦 類

魚 介 類

肉 7漬

卵 類

乳 製 品

野 菜 類

果 物

海 藻

漬 物

状 況 官有用

1 日 11. 2kg （朝2. 8kg， 昼4. 2kg， 夜4. 2kg) 
パ レイ シ ョ は凍ってしま う とまずい． 1 日 2 kgしか使えな
い し 保存庫がない場合は計画購入すべ きである．
グ ラ ニ ュ ー 糖消費は 内地の倍 にな っ た．

サ ラ ダ油1 カ月1本(16. 5kg） ， パ タ ー は 1 ヵ月4 kgf吏用した．

みそは越冬中不足， こ れ も 計画使用量の倍つかったためで、

あ る． 豆腐はトー フ の も と からつ く るが， 9月以後 1 回 1 kg 
使用 20 人分ができ好評だ っ た．

冷凍機の故障 も あって 8 月 以後品質が変化した．

越冬隊で喜ばれるのはなん と い って も 肉であ る． 1 人 1 日
平均10 0 ～150 g 使用した ．

フ リ ー マン ト ルで、購入した生卵は 6月まで使用した．

エ パ ー ミ ル ク が大量に使用 さ れた （紅茶， コ ー ヒ ー に入れ
る〉．
1 人 1 日 20 0 g 前後使用， 調理的に も好評．

主 と してかんづ、めで、 1 人 1 日 10 0 g ぐ らいで， パイン， 白
桃， ミ カンがよろ こ ばれた．

朝食によろ こ ばれた．

1 日 1 人66 g 位， 年聞を通 じてよく 消費 さ れた． 特 に中年
以上の隊員 に好評．

パンより米を望む声つよい

調理用 砂糖があればよい

冷凍庫保存
// // 

保管 に注意

冷凍庫保存
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清料飲料 ｜ 夏冬 と も に好評で特に カ ル ピス， ジ ュ ー ス． コ ー ラ 類は好
評．

晴 好 品 ｜ お茶類 1 人 1 カ月 168 g ， 紅茶・緑茶 と も 1 日 5 ～ 6 回摂
取 さ れる． 旅行隊は も っ と ふ え る． 酒， タバ コ な ど も ほ と
ん ど残すこ と な く 使用．

F D 食品 ｜ 冷凍乾燥の肉 ， 野菜は ほ と ん ど旅行食 と して使用好評であ
っ fこ ．
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パンは旅行用を主としてつく っ たが， パ ンねり 機の力不足で改良を要す る ． 灯油 コ ン ロは

故障なく使用できた．

6. 基地生活一般 に つ い て

日課は 日日霊祭 日以外通常日課とし， 日曜の食事は当直制で、あたり， その 他の人は休養とし

fこ．

各 自の担当する観測， 設営の業務以外に， 基地の運営のために必要な作業は全員の共 同作

業とした． 年聞を通じ て水タンクへの雪入れ作業は全員で 3～ 4日おきに行な っ た． 水っく

りについては第 7次隊がも っ とも力を入れたもので， 初めウニモグ車 （600［ パ キ ュ ー ム タン

ク取付け〉 で池の水をくんでいたが， 5月になり池が結氷したので， 雪を利用することにき

りかえた． しかし水の消費量が多いため室内のタンクだけでは非常に不 便とな っ たので， コ

ルゲ ー トパイプで水タンク2 個っくり屋外で貯水することにした． この タ ンクに一旦満水し

ておくと 3 ～ 4 日おきの雪入れ作業で十分水を供給できた. 2 月から12 月までの 総 使 用 量

249kt , 1 日平均 744／ であ っ た． 汚水排水については前にも述べたが， 供給から排水までで

きるだけ人手をかけず効率的にやれる よ うにな っ たことは， 恒久基地化への第一歩を進めた

とい え よ う．

入浴については水曜， 土曜の 2 回と し， 冬は節水のため 1 回とした． 洗た く は原則として

週 1 回 月曜に風 呂の残水を利用して行な っ た． 入浴の世話は佐藤， せんたくは佐藤・前小屋

が担当した．

便所は建設当時から仮設便所を海氷上において使用したが， 7月に予熱室内に貯蔵タンク

式循環水洗便所ができたので、使用され好評だ っ た． 小便は基地周辺にま きち らす こ とのない

よ う心掛け， 旧発電棟東 口 に設置した小便所を利用した． これは汚水と共に積雪下に放流さ

れ海へすてられた．

緑色野菜の栽培については， 生物の項でも触れておいたが， カイワ リ大根， 四十 日大根，
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二十日大根等が生産の軌道にの っ たものであ っ て， 3 月から12 月 まで続けられた． 数人がそ

れぞれに栽培器 （ N E C 式かToshiba 式〉 をも っ て楽しみながら栽培した． 1 つのセ ットで

1 週間から10日間で 1～1. 5kg 位生産する ． 1kg あ っ ても 1 人分50 g はあるので， つけ合せ

として十分な量である. 8月 からはモヤ シの栽培も始められ， 毎日モヤ シか， 緑色野菜がで

きるようにな っ た． 生鮮なものがある こ とは， 冷凍品， かんづめ， 乾燥品しかない南極にあ

っ ては， 皆によろ こ ぼれた．

娯楽は大部分が食堂を中心としてなされたが， 最も愛好されたものは， 週 2回の映画であ

っ たろう． マ ー ジ ャ ン， 音楽（ レコ ー ド， テ ー プを利用〉， 読 書， キ ャ ロ ム などが好まれ， ト

ラ ンプ， 花札などは 一時期にとどま っ た．

6 月 の ミッ ド ウイ ン タ ー を終えてから， 各 自の専門とする分野をみんなに紹介し， お互い

の仕事を認識し合い， 教養を深めるために南極大学を開講した． 実動 9日， 約20日間にわた

る講座であ っ たが， 三 一 ロ ッパ の旅を 紹介する時間などもあ っ て楽しく全員卒業することが

できた．

昭和基地の中に郵便局が設けられ， 長谷川郵便局長が就任していたが， 切手販売量は29万

円に達し， 記念絵葉書類の販売あっ せん， 記念 消印などが行なわれた．

第 7 次隊で フツレとホ セという， ハスキ ー 犬と樺太犬の血のひく犬を 2 頭も っ て行 っ た． 犬

の世話は石田， 八代が担当し飼育したが， ソ リ 犬としてではなくペットとして扱い， みんな

にかわいがられた．

7. 野外調査 お よ び 調査旅行

第 7 次越冬隊では小型雪上車の故障， 老朽化のため， KD601雪上車 だけでは大型の旅行

はできなか っ た． しかし， 基地周辺の小回りの調査を頻繁に実施， KD601号車 のテスト，

大陸における諸観測（ L L 調査〉， ラ ングホ プデ地学・ 生物学調査など， 宿泊する旅行のほか，

基地から日帰りの調査 も 行な っ た． すなわち 海氷調査， 湾 内測深， 雪尺による積雪調査， オ

ングノレカルベ ン島生物学調査， 西 オ ングノレ島生物・ 地学・ 地磁気の調査， オ ン グノレ ガルテ ン

島地学 ・ 生物学調査， 大陸氷の調査などが実施された． その他フラ ット ウ ン カー
氷山群突破の

ためのル ー ト調査， 犬さがし， KD60の湾 内でのテストも実施し， 越冬後半にはほとんど全

員が各種調査に参加した． その項 目 と内容を摘記する．
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表7 各種調査の概要
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項 目 17."’ 
廿部 門 ｜ 回数ま たは日 時 内

1 . 海 氷

2 . 湾 内

3 ， 雪 尺

査

深

測

調

測

観

4 . オングルカルベン島生 I 生
物 調査

5. 大 陸 露 岩 生 物 調 査 ｜ 生

6 . 西 オ ン グ ル 島 調 査

7 . オンク。ルカツレ テン調査

8. 大 陸 氷 測 定

9 . フラ ッ ト ウ ン ガ 調 査

10 . フラ ッ ト ウ ン ガ 偵 察

11 . オ メ ガ 岬 ソ リ取 り

1 2. K D6 0 大陸性能 テ ス ト

13. ラング ホ ブデ地学 ・ 生
物学 調査

14. L L  調

1 5. K D6 0 雪上 車居住性の ｜ 機
テ ス ト

地

地

気

学

学

象

物

物

年

四

年

四

回

回

回

回

回

回

目

／／’

ff／

 

回

＝

回

8

0

44、

Ti

i・、

円J

円J

つd

円。

A
吐

4 e

門i

2

1

 

2 回

オングル海峡の海氷 生長過程測定

基地東北海、内測 深

オングル海峡海氷上の積雪測定

ペンギンル ッ カ リ ーの生態， ア ザラ
シの生態

植物 ， ダ ニ ， 微生物 採集

セン類， 夕、、 ニ， 微生物 調査

測地および地質調査

地磁気観測j

測 地， 微生物 調査

大陸氷 のゆが み の測定

氷 山群の海氷 ， 微生物 調査

3月31日 ～ 4月 4 日 ｜ オメ ガ岬に いたる氷 状および、ル ー ト
｜ 偵察

8 月 9 日～16 日 ｜ ソ リの回収， 生物 ， 地質採集

10月1 日 ～3 日 ｜ 各種性能テ ス ト ， 徴生物 ， 氷 雪の採集

10月1 7日 ～2 4日 ｜ 測 地， 地質学 ， 生物学 の調査

気象， 地磁気， V L F， 通信， 大陸
10月30 日～11月3 日 ｜ 氷上の導電率 ， 雪氷 の観測

s. む す

居住性のテ ス トと 徴気象， 大陸氷 の
測定

査

生 物

地 学

地 磁 気

地学 ・ 生物

機 械 ・ 地学

地学 ・ 生物

隊

隊

機 械

地学 ・ 生物

2ま
械

び

太陽の活動の静穏な時期に基地再開と恒久基地建設という大きな任務をもって一年を過し

てきた． こ のために，観測，生活のすべての面において，真剣に論議され工夫がなされた ．

特に生活の面においては，野外で氷をとかす実験，水っ く り，野菜栽培，便所，排水と新し

い方法をっ く り 出 してきた． 基地が恒久的に使用されるにつけても， ま だ ま だ開発，改良 し

なければならない問題は多 く 残されているだろうが，一歩一歩各隊に よ って前進をつずけ，

南極大陸にだれで、も住む こ とができ，観測態勢が一段と整う日の一日も早からん こ とを期待

しつつ越冬報告を終る．
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